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第３には、付加価値貿易に基づくグローバル・バリュー・チェーン（Global Value Chain: GVC）
における各国の役割を分析している。本研究では OECD-WTO TiVAデータベースに公表された膨
大のデータから日本と中国に関する情報を抽出し、さらに中国の貿易について加工貿易と一般貿易
（非加工）に分割するなど、日中の付加価値貿易についてのデータベースを構築している。このオ
リジナルのデータベースに基づいて中国と日本の製造業に焦点を当てて、GVCにおける両国の地位
 
 
（役割）及び近年の変化を明らかにしている。 
第４には、本研究では日中多部門モデルの構築と将来展望を行っている点が評価されるべきであ
る。本研究では、まず日中の多部門モデルの開発を行い、2025年の日中の産業連関構造についてシ
ミュレーション分析を行っている。さらに、エネルギー・環境問題を分析するため、日中多部門モ
デルについて GVCと関連付けながらエネルギー・環境ブロックを追加、拡充した。具体的に、エ
ネルギー需給バランスに基づき、エネルギー・環境ブロックを構築し、GVCの視点からエンボディ
ド・カーボンを推計する方法について検討を行った上、中国と日本の環境保全、エネルギー消費及
び経済発展の関係を分析している。 
以上のように、本論文では、日本と中国の経済関係の実態を従来の貿易統計ではなく付加価値ベ
ースの統計により明らかにしたこと、また、GVCにおける日中の役割（位置）とその変化を明らか
にしたこと、そして、多部門モデルを用いて、日中経済の産業連関と将来展望を行ったことに大き
な学術的貢献があると評価された。しかし、一方、審査会では本論文の不十分な点、改善すべき点
などについて次の指摘が行われた。 
第１には、モデルについては、推計結果がよくない産業が散見される。例えば、第 2次産業につ
いて貢献する産業とそうでない産業を明確化する必要がある。そのため、産業区分に関して、さら
に細分類を行うべきである。 
第 2には、将来（2025年）についてのシミュレーション分析では、これまでトレンドを踏襲し
て機械的に行われて、日中間の国際分業（日本→中間財→中国で組み立て）の変化が考慮されてい
ない。その推計精度を高めるにはダミー変数を用いて推定する方法が提案された。 
第 3には、本研究では先行研究の扱い方が曖昧である。例えば、GVC研究については、従来マ
クロの視点（国民経済アプローチ）とミクロの観点（企業、商品）に分かれるが、本研究のような
産業分析についてはその立ち位置についてよりわかりやすい説明が求められた。 
第 4には、誤字脱字、式や参照記号の不一致などの問題が指摘された。 
 
審査委員会は、本論文は日中の経済関係や GVC研究の発展に貢献する有用な研究成果としてまと
められたものであり、上述のような課題を残すものの、その研究成果と意義を認め、博士（経済学）の
学位を授与するにふさわしい内容であると全員一致で結論した。 
 
 
 
